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役 員

代表理事・会長

家守 伸正

業務執行理事・副会長 会長補佐、表彰及び奨学担当

板倉 賢一

業務執行理事・副会長 会長補佐、財務担当

前田 正史

業務執行理事・北海道支部長

五十嵐 敏文（表彰・奨学）

業務執行理事・東北支部長

葛西 栄輝 （表彰・奨学）

業務執行理事・関東支部長 春季大会担当

伊藤 公久 （表彰・奨学）

業務執行理事・関西支部長

杉村 博之 （表彰・奨学）

業務執行理事・九州支部長 秋季大会担当

尾原 祐三 （表彰・奨学）

業務執行理事 地球・資源部門委員会ｸﾞﾙｰﾌﾟ統括

安達 毅 （事業企画）

業務執行理事 ﾌﾟﾛｾｽ・素材部門委員会ｸﾞﾙｰﾌﾟ統括

新苗 正和 （事業企画）

業務執行理事 環境・ﾘｻｲｸﾘﾝｸﾞ部門委員会ｸﾞﾙｰﾌﾟ統括

駒井 武 （事業企画）

業務執行理事 編集及び出版担当

高橋 弘

業務執行理事 教育及び人材育成、庶務・渉外及び事務局

会員及び広告、企画、事業、国際交流担当

岡部 進

理 事 森本 知久 （表彰・奨学）

理 事 岸本 一彦 （表彰・奨学）

理 事 後藤 敬一 （教育及び人材育成）

理 事 今井 力 （教育及び人材育成）

理 事 近藤 比呂志（教育及び人材育成）

理 事 福井 勝則 （教育及び人材育成、標準化）

理 事 山口 勉功 （教育及び人材育成）

監 事 広田 博士

監 事 馬場 洋三

会 員

平成 年度の会員数増減

会員

種別

前年

度末

入

会

退

会

死

亡

資格変

更
当年

度末
増減

増 減

正会

員

学生

会員

計

賛助

会員
△

口数 △

支部別個人会員数、代議員数一覧

支 部
会員数 代議員数（定数）

年度末 増減 年度 年度

北海道

東 北

関 東

関 西

九 州

海 外

計

事務局

事務局長 岡部 進 （統括）

事務局職員 栗原 秀俊（経理）

事務局職員 松﨑 貴子（人材育成、会員、総務）

事務局職員 尾野満里乃（経理、庶務）

臨時雇用職員 須藤 茂韶（受託事業、非常勤）

業務委託 児玉 幹夫（編集）

会務運営に関する会議開催等の状況

（１）総 会

○第 次定時社員総会

開催日 平成 年 月 日 水

会 場 東京大学 生産技術研究所

棟コンベンションホール

（東京都目黒区駒場 ）

出席者 本人出席 名

委任状提出 名

議決権総数 個

平成 年度事業報告および収支決算書
平成 26 年度　事業報告および収支決算書
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代議員総数 名の過半数であり総会成立

議 事 １）平成 年度事業報告および収支決算書審議

の件

２）理事定数変更の件

３）平成 年度理事及び補欠の理事選任の件

４）平成 年度監事選任の件

５）役員報酬の件

６）名誉会員授与の件

７）議事録署名人選任の件

報告事項

平成 年度公益目的支出計画実施報告書

平成 年度事業計画および収支予算書

平成 年度代議員改選結果

（２）理事会

○第１回理事会

開催日 平成 年 月 日（水）

会 場 東京大学 生産技術研究所

棟コンベンションホール

（東京都目黒区駒場 ）

出席者 理事 名

監事 名

議 事 １）会長、副会長選定の件

２）会長代行順位決定の件

３）業務執行理事選定の件

○第２回理事会

開催日 平成 年 月 日（水）

会 場 資源・素材学会４階会議室

出席者 理事 名

監事 名

議 事 ・定足数および議事録署名人の確認

・会長挨拶

・出席者自己紹介

【審議事項】

１）前々回（平成 年度第 回）理事会議事録

案の審議

２）前回（平成 年度第 回）理事会議事録案

審議の件

３）入会・退会案の審議

４）共催・協賛等案審議の件

５）平成 年度運営方針案ならびに理事担当職

務案の審議

６）平成 年度選挙管理委員選任案の審議

７） 関連契約の審議

８）大会講演登録、講演集原稿投稿システム契

約の審議

【報告事項】

９）日本鉱業振興会研究助成、少壮研究者、鉱

業奨学生報告

１０）編集幹事会報告

１１）人材育成検討委員会および教育ｾﾝﾀｰ報告

１２）支部報告

１３）部門委員会報告

１４）その他

○第３回理事会

開催日 平成 年 月 日（火）

会 場 資源・素材学会４階会議室

出席者 理事 名

監事 名

議 事 ・定足数の確認

・議事録署名人の確認

【審議事項】

１）前回（平成 年度第 回）理事会議事録案

の審議

２）入会・退会案の審議

３）共催・協賛等案の審議

４）春季大会決算案 審議の件

５）他団体等への代表委員等選任案の審議

６）日本鉱業振興会への少壮研究者による海外

科学技術調査候補者推薦の審議

７）東レ科学技術研究助成候補者推薦の審議

【報告事項】

８）「庶務、渉外及び事務局」、「会員」、

「事業企画、立案及び実行」、

「国際対外交流」、「教育及び人材育成」

担当業務執行理事報告

９）財務担当業務執行理事報告

１０）編集及び出版担当業務執行理事報告

１１）表彰及び奨学担当業務執行理事報告

１２）支部統括業務執行理事報告

１３）部門委員会ｸﾞﾙｰﾌﾟ統括業務執行理事報告

１４）行事および大会担当業務執行理事報告

１５）その他

○第４回理事会

開催日 平成 年 月 日（水）

会 場 資源・素材学会４階会議室

出席者 理事 名

監事 名

議 事 ・定足数の確認、議事録署名人の確認

１）前回（平成 年度第 回）理事会議事録案

審議の件

２）入会・退会 審議の件

３）共催・協賛等 審議の件

４）平成 年度代議員改選定数案 審議の件

５）次期会長候補理事候補者、次期副会長（次々

期会長）候補理事候補者、次期副会長候補理

事候補者の理事会推薦案 審議の件

【報告事項】

６）財務担当業務執行理事報告

７）庶務・渉外及び事務局、会員、事業企画、

立案及び実行、国際対外交流、教育及び人材

育成担当業務執行理事報告

８）編集及び出版担当業務執行理事報告

９）表彰及び奨学担当業務執行理事報告

１０）支部統括業務執行理事報告

１１）部門委員会ｸﾞﾙｰﾌﾟ統括業務執行理事報告
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１２）行事及び大会担当業務執行理事報告

１３）その他

○第５回理事会

開催日 平成 年 月 日（水）

会 場 資源・素材学会４階会議室

出席者 理事 名

監事 名

議 事 ・定足数の確認、議事録署名人の確認

【審議事項】

１）前回（平成 年度第４回）理事会議事録案

審議

２）入会・退会案 審議

３）共催・協賛等案 審議

４）平成 年度表彰案 審議

５）学会誌「 」電子化移行方針

案 審議

６）平成 年編集幹事、編集委員選任案 審議

７）平成 年度支部教育事業助成金制度案 審

議

８）一般社団法人岩の力学連合会事務受託と職

員の新規採用 審議

９）事務局長雇用契約の更新および契約年俸案

審議

１０）理事会推薦平成 年度理事・監事候補者

案 審議

１１）秋季大会決算案 審議

１２）平成 年度事業計画、収支予算書案 審

議

１３） 公社 日本工学会理事候補推薦案 審議

【報告事項】

１４）財務担当業務執行理事報告

１５）庶務・渉外及び事務局、会員、事業計画、

立案及び実行、国際対外交流、教育及び人

材育成、教育ｾﾝﾀｰ担当業務執行理事報告

１６）「編集及び出版」担当業務執行理事報告

１７）表彰及び奨学担当業務執行理事報告

１８）支部統括業務執行理事報告

１９） 部門委員会ｸﾞﾙｰﾌﾟ統括業務執行理事報告

２０）行事及び大会担当業務執行理事報告

２１）その他

○第６回理事会

開催日 平成 年 月 日（月）

会 場 資源・素材学会４階会議室

出席者 理事 名

監事 名

議 事 ・定足数の確認、議事録署名人の確認

【審議事項】

１）前回（平成 年度第 回）理事会議事録案

審議

２）入会・退会案 審議

３）共催・協賛等案 審議

４）鉱業奨学生採択案 審議

５） 一社 日本技術者教育認定機構（ ）理

事候補推薦案 審議

６）韓国学会（

）との相

互交流再開 審議

７）第 次定時社員総会議案及び招集案 審議

【報告事項】

８）「財務」担当業務執行理事理事報告

９）「庶務、渉外及び事務局」 「会員」 「事業

企画、立案及び実行」「国際対外交流」、

「教育及び人材育成」担当業務執行理事報

告

１０）「編集及び出版」担当業務執行理事報告

１１）「表彰及び奨学」担当業務執行理事報告

１２）支部統括業務執行理事報告

１３）部門委員会ｸﾞﾙｰﾌﾟ統括業務執行理事報告

１４）「行事及び大会」担当業務執行理事報告

１５）その他

（３）幹部会

○平成 第 回幹部会

開催日：平成 年 月 日（水）

会 場：住友会館

出席者：家守伸正（会長）、板倉賢一（副会長）、

前田正史（副会長）

陪 席：森芳秋（会長秘書役）、岡部進（事務局長）

【打合せ事項】

１）会長方針

２）平成 年度活動で共有するべき方針・理念

３）今年度活動方針

４）理事担当職務

５）理事会開催日程

その他、理事会各回の開始前 分間に会長、副会長、

が出席、会長秘書役、事務局長が陪席し、理事会議案各件

に対する意見交換、調整を行った。

（４）常置・臨時委員会

１．企画・事業合同委員会 ＜委員長：岡部進＞

会員数および論文投稿数の減少傾向に歯止めを掛けるこ

とが喫緊の課題である。会員数に関しては、特に賛助会員

企業に所属する若手技術者の加入率を引き上げることが軸

となる。また、学会誌、講演大会の在り方を抜本的に見直

すとともに、学生を対象とする教育活動に加えて、企業人

材の継続教育にも力を入れることにより、学会の存在意義、

魅力を再構築することを目指している。会員・広告委員会、

編集・出版委員会と連携して取り組んでいる。

２．財務委員会 ＜委員長：前田正史＞

乃木坂ビル地階の賃貸契約がが平成 年 月に終了し、

平成 年度に入っても新規契約締結に至らず、通年 ヶ

月間空室のまま推移した。これによる年間の減収は約

万円に及ぶ。加えて、投稿料が対前年度比 万円以上減

少したこともあり、平成 年度の決算は最終的に 万
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円を超える赤字の計上を余儀なくされた。

しかし、地階に関しては、平成 年 月からの新規契約

が確定していることに加え、平成 年度の会員増キャン

ペーンの成果による 名以上の新規入会者の会費収入増

加効果が平成 年度から ％効いてくる。また、春季・

秋季大会講演集の 公開化によるコストダウンの効果も

加わり、平成 年度はほぼ収支均衡を達成できる見込み

である。投稿料減少への対策は、受理論文の即時公開、オ

ープンアクセス化などの施策を進めることにより投稿数の

増加を目指している。

３．編集・出版委員会 ＜委員長：高橋弘＞

投稿論文の査読管理、総説、特集号の企画などの通常業

務に加え、論文誌の完全電子化に向けての検討作業を行っ

た。 誌への投稿論文は、受理後直ちに

上でオープンアクセス公開することとし、インパ

クトファクター取得に向けての基本条件を整備するととも

に、非会員からの論文投稿を受け付けるための体制を整え、

論文誌としての魅力の向上、ひいては投稿論文数の増加に

努める。一方、論文以外の会員向け記事については、会員

限定の電子公開と紙媒体での刊行を併用し、内容も大幅に

見直して、会員への提供価値の充実を図ることとした。会

員限定公開の仕組み、オープンアクセス化に伴う著作権の

取り扱いや講読機関への対応などの課題をクリアーして、

平成 年 月から、新体制へ完全移行する予定である。

講演大会講演集については、講演登録・電子投稿・編集

システムと連携した 公開、アーカイブに完全移行した。

会員限定公開の仕組み、講読機関への対応など未解決の課

題を残している。

○平成 年第 回編集委員会

開催日：平成 年 月 日（木）

会 場：東京大学 生産技術研究所

○平成 年第 回編集幹事会

開催日：平成 年 月 日（木）

会 場：資源・素材学会 階会議室

○平成 年第 回編集幹事会

開催日：平成 年 月 日（木）

会 場：早稲田大学 西早稲田キャンパス

○平成 年第 回編集委員会

開催日：平成 年 月 日（火）

会 場：熊本大学 黒髪南キャンパス

○平成 年第 回編集幹事会

開催日：平成 年 月 日（火）

会 場：資源・素材学会 階会議室

○平成 年第 回編集幹事会

開催日：平成 年 月 日（金）

会 場：学士会館 会議室

○第１回編集幹事会企画

開催日：平成 年 月 日（金）

会 場：京都・天寅

４．国際交流委員会 ＜委員長：岡部進＞

関係学協会の国際的な連合組織である （

）及び （

）に継続的に参

加しているほか、 年に が主催して日本国内で開

催する銅の国際会議に向けて、国際共催団体である

、 、 、 、 とともに国内共催団

体である日本鉱業協会と連携して準備作業を行っている。

その他、各支部、部門委員会、関係諸機関などが個別に

海外のカウンターパートと連携して行う活動についても情

報を集約し、活動の支援、推進を図るとともに、人材育成

を軸に、海外の学協会や大学等の機関との連携を強化する

ことを模索している。

５．表彰・奨学委員会 ＜委員長：板倉賢一＞

○平成 年度第 回表彰・奨学委員会

開催日：平成 年 月 日（木）

会 場：資源・素材学会 階会議室

○平成 年度第 回論文賞審査委員会

開催日：平成 年 月 日（水）

会 場：資源・素材学会 階会議室

○平成 年度第 回論文賞審査委員会

開催日：平成 年 月 日（月）

会 場：資源・素材学会 階会議室

○平成 年度第 ・ 回合同表彰・奨学委員会

開催日：平成 年 月 日（木）

会 場：資源・素材学会 階会議室

○平成 年度鉱業奨学制度委員会

開催日：平成 年 月 日（月）

会 場：資源・素材学会 階会議室

６．会員・広告委員会 ＜委員長：岡部進＞

賛助会員企業に所属する若手技術者の入会率低下が著し

いところから、会長が各社トップを訪問し、若手社員を中

心とする入会の督励、及び、社会人ドクターコースへの派

遣を要請した。各社よりご理解、ご協力を賜り、 名を

超える新入会員を獲得することができた。折角入会頂いた

皆様の期待に応えるべく、会員への提供価値の充実が急務

となっており、具体策の検討を開始している。

また、講演大会プログラムの 上及びスマートフォン

アプリでの公開を開始したことに伴い、バナー広告の掲載

が可能になった。今年度は試行的な取り扱いに留まったが、

次年度以降、多くの企業、イベント等にご利用頂き収入源

のひとつとなることが期待される。

７．人材育成委員会 ＜委員長：岡部進＞

資源・素材教育センターとして夏季集中合宿講座を中心

に行ってきた活動は 年目を迎える今年度から、「資源・

素材塾」と名称を改めた。国内研修、海外研修（ に

オペレーションを委託）も 年目となり、さらに充実した

内容が、関係大学、大学院からの人材獲得に着実な成果を

上げている。この 年間での修了生は 名に及ぶ。

８．標準化委員会 ＜委員長：福井勝則＞

本会が「原案作成団体」として登録されており見直し等

の責任を担う 規格 件についてのフォローを引き続き

行っている。
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９．事業（秋季大会）委員会 ＜委員長：尾原祐三＞

九州支部活動の項、参照

１０．事業（春季大会）委員会 ＜委員長：伊藤公久＞

関東支部活動の項、参照

（５）選挙管理委員会

平成 年度選挙管理委員会

委員長：古屋仲茂樹

委 員：羽柴公博、永井崇

定款、細則、関係諸規程に則り、代議員の改選、理事お

よび補欠の理事候補者の選出を実施した。

事業活動

（１）出 版

１．学会誌「 」

学会誌「 」の平成 年（ 年）第

巻は、 、 、 の 冊の合併号を含む 冊発行し

た。 号に地球環境工学部門委員会による小特集「 地中

貯留への取組（ ）」、 号に「平成 年度全国鉱山・製錬

所現場担当者会議講演集」（資源地質学会の講演論文を 本

転載）を収録した。予てより進行中の海洋資源部門委員会

の特集は原稿がまとまらず、来年に持ち越される形となっ

た。論文以外では「若手研究者・技術者の自己紹介」を第

～ 回まで連載。 名の若手紹介の内、 名が企業畑の

技術者となった。また、資源塾の合宿報告に続き、国内研

修・海外研修を見学記として紹介。恒例の企画として定着

しつつある。

「 」 巻（ 年）第 ～ 号

の年間記事別ページ数

区 分
ページ

対前年

内 容、 内は編数

総説
△

論説

論文

報告

渡邉賞

小 特 集 号

「 地中貯留

への取組（ ）」

△
総説 、論説 、

論文

現担号 号 △

資源 転載 、

製錬 、

新素材

抄録 △

若手自己紹介

最近のトピック △

国際会議報告 △

会長挨拶

大会記・見学記

統計データ

その他原稿

聴講記 、支部・部

門 委 員 会 行 事 報 告

、ブックレビュー

、お詫びと訂正

事業報告他
事業報告、決算

事業計画、予算

事務局から 各号

小計（ ）
△

会告他 △
行 事 予 定 、 大 会 広

告、公募他

役員紹介・表彰 アート紙

追悼記事

編集関連

編 集 規 約 、 投 稿 要

項、

原稿整理カード

大会プログラム
色紙 春：

秋：

総目次 △ 色紙

申込書他 △
部門委員会入会申込

書

目次・中扉 △ 目次 、中扉

表紙（含・広告）

小計（ ） △

合計（ ）
△

２．春季・秋季大会プログラム・要旨集・講演集

春季大会プログラム・要旨集 平成 年度（ 年）

春季大会講演集 平成 年度（ 年） 公開

大会プログラム・要旨集 資源・素材 （熊本）

大会講演集 資源・素材 （熊本） 公開

（２）春季大会・秋季大会

○春季大会

開催日 平成 年 月 日（水）～ 日（金）

会 場 東京大学 生産技術研究所

参加者 名（正会員 、学生会員 、非会員 、

招待 ）

企画発表 件（ セッション）
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「 壊す 」

「地球 宇宙資源探査 大規模データプロセッシン

グ 」

「粉体精製とシミュレーション」

「非鉄製錬における貴金属の精製錬とリサイクル」

「低炭素社会構築のための への取り組み」

「非平衡状態を達成するプロセス」

「鉱業史」

一般講演 件

交流会 駒場店

参加者 名

○秋季大会

開催日 平成 年 月 日（月・祝）～ 日（水）

会 場 熊本大学黒髪南キャンパス

参加者 名（正会員 名 学生会員 名

非会員 名 ご招待 名）

市民参加特別講演会

「廃墟か、世界遺産か。世界遺産登録を目指す三池

炭鉱の （顕著な普遍的価値）と産業遺産とし

ての評価」 九州大学 教授 藤原惠洋

「～１００年後も愛されるキャラクターを目指して

～「くまモン」にみる熊本県のブランド戦略」

熊本県商工観光労働部 成尾雅貴

企画発表 件（ セッション）

「 グリーンアジアのためのエネルギーおよび資

源確保の戦略」

「 建設用原材料の評価・利用技術およびその周

辺技術」

「 最近の岩盤工学および鉱山開発に関するトピ

ック」

「 九州での新しい地熱発電」

「 低炭素社会構築のための 」

「 ワイヤロープ」

「 鉱業史」

「 石炭等エネルギー開発と利用の最近の動向」

「 若手研究者による素材研究の展開Ⅱ」

「 各種吸着剤を利用した環境浄化」

「 東北発素材技術先導プロジェクト／希少元素

高効率抽出技術領域」

「 非水溶液を用いた材料プロセッシング」

「 自然由来汚染土壌の取り扱いを改めて考える」

「 における坑廃水 技

術開発の展開」

「 物理選別技術の未来展望」

一般講演 件

ポスター発表 一般 件、若手 件

交流会 熊本ホテルキャッスル 参加者 名

見学会（ 月 日～ 日）

「菱刈鉱山」コース（曽木の滝周辺，住友金属鉱山

株式会社 菱刈鉱山） 参加者 名

「八丁原地熱発電所・佐賀関製錬所」コース（九州

電力 八丁原発電所，パンパシフィック・カッパ

ー佐賀関製錬所） 参加者 名

「三池炭鉱産業遺産」コース（万田坑，宮原坑，宮

浦石炭記念公園，三池港，大牟田市石炭産業科学

館） 参加者 名

（３）表 彰

平成 年度表彰（平成 年 月表彰）

【第 回 渡辺賞】（ 件）

○住友大阪セメント株式会社 小倉鉱山

三菱マテリアル株式会社 東谷鉱山

「平尾台共同事業についての功績」

【第 回 論文賞】（ 件）

○「粒界の粘弾性挙動に基づく応力解放時の岩石の損傷評

価」〔 ～ 〕

松木浩二（東北大学）， 及川寧己（産業技術総合研究所），

坂口清敏，木崎彰久（東北大学）

○「 における 系スラグの白金の溶解度」

〔 ～ 〕

馬場啓充（岩手大学 現・大平洋金属），山口勉功（岩手大

学）

○「表面沈殿モデルを用いた希薄 廃水の水酸化第二

鉄共沈処理に対する定量モデル化」〔

～ 〕原口大輔，所 千晴，

大和田秀二，井澤 彩（早稲田大学）

【第 回 奨励賞】（ 件）

○福田大祐（北海道大学大学院工学研究院 環境循環システ

ム部門 助教）

「発破に代表される岩質材料の高速破砕技術における複雑

な破壊プロセスの解明に関する研究」

○大石哲雄（独立行政法人産業技術総合研究所 環境管理技

術研究部門 金属リサイクル研究グループ 主任研究員）

「金属リサイクルプロセスに関する一連の研究」

○宮崎晋行（独立行政法人産業技術総合研究所 地圏資源環

境研究部門 地圏環境システム研究グループ 研究員）

「繊維補強モルタルおよび未固結堆積物の力学特性の解

明」

【第 回 若手ポスタ－賞】

○「低環境負荷型人工岩開発に向けたビーチロック形成機

構に関する研究」

檀上 尭，川崎 了（北海道大学）

○「ヒ酸化物 の溶解度測定」

宮永冬彦，関本英弘，山口勉功（岩手大学）

○「浮選及び加圧酸浸出を用いた浮選尾鉱等からの 回収

プロセスの検討」

韓 百歳，バトナサン アルタンスック，芳賀一寿，

柴山 敦（秋田大学）

○「反応媒体を利用したチタンの高速塩化リサイクル法の

開発」

濱中優貴，谷ノ内勇樹，岡部 徹（東京大学）

○「 シミュレーションによるパン型ペレタイザにおけ

る造粒機構の基礎的検討」

藤橋大輝，綱澤有輝，田原一輝，所 千晴，
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大和田秀二（早稲田大学）

○「コレクターレス・マイクロバブル浮選による微粒硫化

鉱物の分離回収に関する基礎的研究」

村尾 梢，日下英史，楠田 啓，陳 友晴，

馬渕 守（京都大学）

平成 度表彰（平成 年 月表彰）

【第 回 渡辺賞】（ 件）

○「我が国初のオペレーターとしての海外大型銅鉱山開発

（カセロネス鉱山）」パンパシフィック・カッパー株式会社

後藤敬一 渋江隆雄 村上健一

【第 回 学術功績賞】（ 件）

○米田哲朗（北海道大学名誉教授）「資源の開発と利用およ

び地圏の環境保全と防災に係わる基礎・応用研究」

○松井紀久男（九州大学教授）「国内外の石炭鉱山における

採掘に関する研究」

【第 回 論文賞】（ 件）

○「発破低周波音振動低減のための最適起爆秒時差」

〔 ～

〕

當麻玄大 村田澄彦（京都大学）， 三小田昌史

石田裕之 正代知幸（宇部興産），湯浅友輝，奈良禎太

石田毅（京都大学）

○ 「

」〔

～ 〕

姜正信 岡部徹（東京大学）

○ 「

」 〔

～ 〕

笹木圭子 邱心泓 森山紗好 九州大学

所千晴 早稲田大学 出田圭子 宮脇仁 九州大学

【第 回 奨励賞】（ 件）

○松浦宏行（東京大学大学院新領域創成科学研究科

物質系専攻 准教授）

「金属製精錬を主とする高温プロセス反応の研究」

○三宅正男（京都大学大学院エネルギー科学研究科

エネルギー応用科学専攻 准教授）

「電気化学反応を利用した金属・半導体材料の

生産プロセスに関する独創的な研究」

○沖部奈緒子（九州大学大学院工学研究院

地球資源システム工学部門 准教授）

「超好酸性微生物の鉱物処理および環境修復への利用に

関する研究」

【第 回 功労賞】

○栗原秀俊（資源・素材学会）

「日本鉱業会から資源・素材学会に至る事務局

勤続 年における学会活動への貢献」

【第 回 若手ポスタ－賞】

○「花崗岩を構成する鉱物粒子の破壊靱性」

片岡みなみ 澤城光二朗 伊東孝史 高島和希

尾原祐三（熊本大学）

○「食品廃棄物の未利用機能を活用した燃料電池向けの電

解質膜の開発」

可知佳晃，小西那奈，小林周平

谷藤尚貴（米子工業高等専門学校）

○「ハイドロキシアパタイトとの共沈によるホウ酸の不動

化機構」

利行謙汰，平島剛，笹木圭子，出田圭子 宮脇仁（九

州大学） （ペンシルバニア州立大学）

○「銅鉱山におけるシュベルトマナイトの合成とヒ素固定

化への利用」

藤村将人，広吉直樹，

高篠良太 伊藤真由美

（北海道大学） 澤田満（住友金属鉱山）

○「銅製錬スラグからのアンチモン湿式回収法の開発」

上野峻矢，横山俊，高橋英志，田路和幸（東北大学）

（４）資源・素材教育センター「資源・素材塾 」

昨年度から、夏季集中合宿講座に加え、それまで石炭エ

ネルギーセンターが経産省からの受託事業として実施して

いた海外鉱山・製錬所等研修を取り込むとともに、国内鉱

山・製錬所等研修を追加実施している。さらに支部教育事

業助成制度を創設して、資源・素材教育センターの活動を

大幅に拡充実施した。そのための財源は、関係企業の賛助

会費増口の他、国際資源開発研修センター、日本鉱業振興

会、新井科学技術振興財団からの助成金、資源地質学会か

らの共催金、秋田大学国際資源学教育研究センターからの

協賛金などによるものである。この体制での取り組みが

年目となる今年度より、「資源・素材塾」と名称を変更して

実施している。

合宿講座は 月 日より 日までの 日間，昨年まで

と同様、都内錦糸町にある ホールディングスの合宿研

修施設をお借りして開催し、学生会員の参加者に対しては、

旅費，宿泊費，受講料を基本的に全額補助とした。

受講生数は「資源開発コース」が 名 「非鉄製錬コー

ス」が 名である。受講生の内訳は，北海道大学 名，室

蘭工業大学 名，岩手大学 名，秋田大学 名、東北大学

名，東京大学 名，早稲田大学 名，京都大学 名，愛

媛大学 名，九州大学 名，九州工業大学 名．熊本大学

名。また，学年別構成は，学部 年生 名， 年生 名，

大学院修士課程 年生 名であった。

講師陣およびアドバイザーには，昨年同様全国の大学、

企業から多くの皆様にご協力をいただき、内容を一層充実

させることができた。特に、英語プレゼンテーション演習

には、英語教育の専門家をコメンテーターにお迎えして肌

理の細かい指導を行うことができた。

また，合宿期間中の工場見学に際しては，三菱マテリア

ル横瀬工場，武甲鉱業，菱光石灰工業，秩父太平洋セメン

ト， 日鉱日石金属日立事業所の関係各位に大変お世話に

なった。

合宿後に 泊 日で国内鉱山・製錬所等研修を コース

実施し、秋田・釧路コースに 名、直島・菱刈コースに

名が参加した。秋田・釧路コースでは秋田製錬と釧路コー

ルマイン、直島・菱刈九州コースでは三菱マテリアル直島
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製錬所と住友金属鉱山菱刈鉱山を見学した。

さらに海外研修は 月 日から 日までの間、北米、豪

州の コースを、 月 日から 日までの間、インドネ

シア コースを石炭エネルギーセンターに業務委託する形

で実施、各 名の合計 名の学生が参加した。

（５）鉱業奨学金の貸与

＜平成 年度選考・ 年度貸与開始＞

【大学院修士課程（ 年間）】

秋岡翔太（室蘭工業大学工学部機械航空創造系学科）

八木良平（東京大学大学院工学系研究科ﾏﾃﾘｱﾙ工学専攻）

利行 謙汰（九州大学工学部地球環境工学科）

髙木 悠（九州大学工学部地球環境工学科）

＜平成 年度選考・ 年度貸与開始＞

【大学 年次（ 年間）】

三津山 峻平（北海道大学工学部環境社会工学科）

【大学院修士課程（ 年間）】

生方 幸政（室蘭工業大学工学部機械航空創造系学科）

【大学院博士課程（ 年間）】

上田 駿（東京大学大学院工学系研究科ﾏﾃﾘｱﾙ工学専攻）

（６）日本鉱業振興会助成少壮研究者の海外研修

奈良禎太 （鳥取大学大学院工学研究科 准教授）

（７）日本鉱業振興会助成研究

【継続】

「陸から海にいたる資源探査のための新しい要素

技術の高度化と統合化に関する調査研究」

（土屋範芳） 千円

「物理選別を核にした 世紀型の選鉱・リサイク

ル技術に関する調査研究」

（大木達也） 千円

「高リスク非鉄素材を活用した機能性材料開発に

関する調査研究」 （小俣孝久） 千円

「環境低負荷型鉱山開発および維持管理情報シス

テムに関する調査研究」 （島田英樹） 千円

「不確実性の時代を迎えた資源供給の安定化に関

する調査研究」 （伊藤俊秀） 千円

「スラグの有効利用に関する試験研究」

（武部博倫） 千円

【新規】

「製造工程廃液からの微量成分 の分離と濃縮技

術に関する試験研究」 （芝田隼次） 千円

「二液相間に生成・分離するエマルジョンの高精

度な移動現象解析モデルの開発」

（夏井俊悟） 千円

「めっき膜を前駆体とした太陽電池用リン化物半

導体の成膜」 （野瀬嘉太郎） 千円

「国内外鉱山・製錬所等研修ネットワークの開発」

（岡部 進） 千円

「世界の銅製錬技術の現状に関する調査」

（山口勉功） 千円

（合計） 千円

（８）新井科学技術振興財団助成研究

昨年度に引き続き 公財 新井科学技術振興財団の研究

助成事業のテーマ公募に協力した。

（９）受託事業

【（独）日本原子力研究開発機構】

「坑道周辺岩盤の概念再構築に関する研究（平成 年度）」

契約金額 円（含・消費税）

契約事業期間が本会の事業年度をまたがり 月以降に終

了するため、上記の平成 年度事業は平成 年度決算に

計上される。尚、平成 年度事業が平成 年度決算に計

上される。

【（一社）日本技術者教育認定機構】

「地球・資源およびその関連分野における平成 年度技

術者教育プログラム認定審査業務」

決定金額 円（含・消費税）

支部

（１）北海道支部

１．役職

○支部長：五十嵐敏文

（平成 年 月 日～平成 年 月 日）

○副支部長：境 收，広吉直樹

（平成 年 月 日～平成 年 月 日）

○幹 事：原田周作 伊藤真由美，加藤昌治，胡桃澤清

文，小玉齊明，太田朋子（平成 年 月～平

成 年 月），清水 了（平成 年 月～平

成 年 月），福田大祐（平成 年 月～平

成 年 月）

２．支部所在地

〒 札幌市北区北 条西 丁目

北海道大学工学部 環境社会工学科

資源循環システムコース内

３．支部運営に関する会議

○支部総会

日 時：平成 年 月 日 ～

会 場： 幌延深地層研究センター 国際交流施設

出席者：委任状 名を含め 名

議 事：
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平成 年度事業報告および決算報告

平成 年度事業計画および予算報告

平成 年度事業計画および予算

平成 年度支部役職

○第 回常議員会

日 時：平成 年 月 日 ： ～ ：

場 所：北海道大学 工学部 室

出席者 名

議 事：

平成 年度事業報告および決算報告

平成 年度事業計画および予算案

平成 年度支部役職

平成 年度支部総会および春季講演会

平成 年度見学会

平成 年度若手研究者支援事業

平成 年度資源・素材フォーラム

○第 回常議員会

日 時：平成 年 月 日 ～

場 所：北海道大学 工学部 室

出席者： 名

議 事：

平成 年度支部選出代議員候補者

平成 年度支部教育事業助成金制度

平成 年度資源・素材フォーラム

平成 年度支部総会および春季講演会

○第 回幹事会

日 時：平成 年 月 日 ～

場 所：北海道大学 工学部 室

出席者 名

議 事：

平成 年度事業報告および決算報告

平成 年度事業計画および予算案

平成 年度支部役職

平成 年度支部総会および春季講演会

平成 年度見学会

平成 年度若手研究者支援事業

平成 年度資源・素材フォーラム

○第 回幹事会

日 時：平成 年 月 日 ～

会 場：北海道大学 工学部 室

出席者： 名

議 事：

平成 年度資源・素材フォーラム

平成 年度支部総会および春季講演会

○第 回幹事会

日 時：平成 年 月 日 ～

会 場：北海道大学 工学部 室

出席者： 名

議 事：

平成 年度支部選出代議員候補者

平成 年度支部教育事業助成金

平成 年度資源・素材フォーラム

平成 年度支部総会および春季講演会

○メール持ち回り幹事会 随時開催（記載略）

４．支部主催，共催，協賛，後援などの実施事業

【講演会・ワークショップ・セミナー・見学会】

○資源・素材学会北海道支部平成 年度春季講演会

主 催：資源・素材学会北海道支部

日 時：平成 年 月 日 ～

会 場： 幌延深地層研究センター 国際交流施設

講 演： 件

参加者： 名

懇親会： 幌延深地層研究センター 国際交流施設

講演集：有り

○支部主催町民参加型特別講演会

日 時：平成 年 月 日 ～

会 場： 幌延深地層研究センター 国際交流施設

講 師： バックエンド研究開発部門 藤田朝雄 氏

講演タイトル：「幌延深地層研究センターにおける地層

処分研究」

参加者： 名

○若手・一般見学会

地下施設見学コース

日 時：平成 年 月 日 ～

見学先： ゆめ地層館

参加者： 名

サロベツ湿原見学コース

日 時：平成 年 月 日 ～

見学先：サロベツ湿原センターおよびオトンルイ風力

発電所

参加者： 名

○資源・素材フォーラム

日 時：平成 年 月 日 ～

会 場：北海道大学学術交流会館 講堂

タイトル：「北海道における非在来型エネルギー資源

のポテンシャル」

後 援：北海道環境保全技術協会．北海道立総合研究

機構地質研究所，北海道大学大学院工学研究院環境循

環システム部門

参加者： 名

○支部主催特別講演会

日 時：平成 年 月 日 ～

会 場：北海道大学工学部 室

講 師：延世大学校 名誉教授 呉 在賢

講演タイトル：「韓国の の現況」

参加者： 名

○支部共催特別講演会

日 時：平成 年 月 日 ～

会 場：北海道大学工学部 室
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講 師：ペンシルバニア州立大学

講演タイトル：「

」

共 催：北海道大学工学部資源循環システムコース，

北海道大学大学院工学研究院環境循環システム部門

参加者： 名

○支部共催特別講演会

日 時：平成 年 月 日 ～

会 場：北海道大学工学部 室

講 師：ゲオルグ・アグリコーラ大学 国際講師

講演タイトル：「

」

共 催：北海道大学大学院工学研究院環境循環システ

ム部門

参加者： 名

○支部後援セミナー

日 時：平成 年 月 ～ 日

名 称：「第 回地盤環境に関する 国際セミナー

」

会 場：定山渓温泉 鹿の湯

主 催： 組織委員会

協 賛：資源・素材学会北海道支部，地盤工学会北海

道支部，日本応用地質学会北海道支部

後 援：北海道環境保全技術協会

参加者： 名

○支部後援シンポジウム

日 時：平成 年 月 日 ～

名 称：「 に対する診断と抑制対策のあるべき姿」

会 場：北海道大学学術交流会館 講堂

主 催：日本コンクリート工学会

後 援：北海道土木技術会コンクリート研究委員会，

北海道建築技術協会，北海道コンクリート技術ｾﾝﾀｰ，

資源・素材学会北海道支部，応用地質学会北海道支部，

北海道立総合研究機構地質研究所

○支部後援研究会

日 時：平成 年 月 日 ～

名 称：「第 回試錐研究会」

会 場：札幌サンプラザ 階 「金枝の間」

主 催：北海道立総合研究機構地質研究所

協 賛：北海道地質調査業協会，全国さく井協会北海

道支部

後 援：日本応用地質学会北海道支部，資源・素材学

会北海道支部，北海道地域産業技術連携推進会議

○支部後援国際シンポジウム

日 時：平成 年 月 ～ 日

名 称 ：「

」

会 場：室蘭工業大学 環境科学・防災研究センター

主 催：室蘭工業大学 環境科学・防災研究センター

後 援：資源・素材学会北海道支部

５．支部主催の若手支援事業

○資源・素材学会北海道支部 平成 年度 春季講演会

若手優秀講演賞 名 ：濱谷直樹（北大・ ），石澤

佳奈実（北大・ ）

（２）東北支部

１．役職

○支部長 ：葛西栄輝

○副支部長：井上 亮

○幹 事 ：坂口清敏，柴田悦郎，齋藤貢，佐藤義倫

２．支部所在地

〒 仙台市青葉区荒巻字青葉

東北大学大学院環境科学研究科内

３．支部運営に関する会議

○支部総会

開催日：平成 年 月 日（火）

会 場：東北大学片平さくらホール

出席者： 名（内委任状： 名）

議 事：

平成 年度会務報告

平成 年度会計報告

平成 年度事業計画案

平成 年度予算案

その他

○第１回常議員会

開催日：平成 年 月 日（火）

場 所：東北大学多元物質科学研究所

南 号棟 階交流スペース

出席者： 名（内委任状： 名）

議 事：

平成 年度理事・理事補欠候補について

平成 年度活動報告・決算について

平成 年度支部春季大会に：ついて

その他

○第 回常議員会（メール審議）

開催日：平成 年 月 金 ～ 月 日（月）

方 式：メール審議

回答者： 名

議 事：支部専門委員会継続申請について
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○第 回常議員会

開催日：平成 年 月 日 木

場 所：東北大学多元物質科学研究所

素材 号館 交流室

出席者： 名（内委任状： 名）

議 事：

平成 年度会計報告について

平成 年度事業計画案について

平成 年度予算案について

改選代議員について

その他

○第 回幹事会

開催日：平成 年 月 日（火）

場 所：東北大学多元物質科学研究所

南 号棟 階交流スペース

出席者： 名

議 事：

平成 年度理事・理事補欠候補について

平成 年度活動報告・決算について

平成 年度支部春季大会に：ついて

その他

○第 回幹事会

開催日：平成 年 月 日（火）

方 式：メール審議

回答者： 名

議 事：支部専門委員会継続申請について

○第 回幹事会

開催日：平成 年 月 日 木

場 所：東北大学多元物質科学研究所

素材 号館 交流室

出席者： 名

議 事：

平成 年度会計報告について

平成 年度事業計画案について

平成 年度予算案について

改選代議員について

平成 年度幹事について

その他

４．支部主催、共催、協賛、後援などの実施事業

○平成 年度東北支部春季大会＜主催＞

開催日：平成 年 月 日（火）

会 場：東北大学片平さくらホール

出席者： 名

講 演： 件（特別講演）

件（ポスターセッション）

講演資料集 有

○ナノカーボンバイシンポジウム＜共催＞

開催日：平成 年 月 日（木）

会 場：名古屋大学東山キャンパス

主 催：フラーレン・ナノチューブ・グラフェン学会

出席者： 名

○特別講演「中国における素材製造の課題―鉱石問題から

プロセス改善まで」＜共催＞

開催日：平成 年 月 日 木

会 場：秋田大学 棟 階セミナー室

主 催：秋田大学国際資源学部 資源環境コース

出席者： 名

○第 回 線分析討論会＜共催＞

開催日：平成 年 月 日 水）～ 日（木）

会 場：東北大学片平さくらホール

主 催： 線分析研究懇談会

出席者： 名

○サスティナブル社会の実現を目指した材料・プロセス研

究の連携＜共催＞

開催日：平成 年 月 日（水）

会 場：東北大学多元物質科学研究所材料物性棟大会議

室

主 催：東北大学多元物質科学研究所

出席者： 名

○平成 年度若手の会＜主催＞

開催日：平成 年 月 日 日 ～ 日 月

会 場：八幡平ロイヤルホテル

出席者： 名

○平成 年度東北支部秋季大会＜主催＞

開催日：平成 年 月 日（月）

会 場：岩手大学工学部復興記念銀河ホール

出席者： 名

講 演： 件（研究業績発表）

講演資料集 有

○第 回製鉄・資源に関する （還元研究会）＜共

催＞

開催日：平成 年 月 日 木 ～ 日 金

会 場：作並温泉 一の坊

主 催：東北大学大学院環境科学研究科

日本鉄鋼協会資源・エネルギーフォーラム

出席者： 名

（３）関東支部

１．役職（任期は全て 年）

○支部長：伊藤公久

○副支部長：岸本一彦，福井勝則

○支部長特別顧問：月橋文孝

○支部長補佐：不破章雄，大和田秀二

○主幹事：所千晴

○幹 事：大木達也，大藏隆彦，岡部進，岡部徹，加賀美

忠和，唐澤廣和，瓦吹亮，小山和也，斎藤雅典，榊原弘幸，

迫田昌敏，佐々木秀顕，髙木裕治，田中幹也，丹野文夫，

月橋文孝，天満則夫，ドドビバジョルジ，富田新二，永井
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崇，中村建作，松浦宏行，三好正悟，村上進亮，森芳秋，

森田英治，森田一樹，安井伸弘，山口周，山口勉，山下智

司

２．支部所在地

〒 東京都港区赤坂

一般社団法人 資源・素材学会事務局内

３．支部運営に関する会議

○支部総会

開催日：平成 年 月 日（火）

会 場：東京大学工学部 号館 号講義室

出席者：出席 名，委任状 名

議 事：

平成 年度事業報告

平成 年度決算報告

平成 年度事業計画

平成 年度予算案

○第 回常議員会

開催日：平成 年 月 日 火

会 場：東京大学工学部 号館 号講義室

出席者：常議員 名，委任状 名

議 事：

平成 年度事業報告

平成 年度決算報告

平成 年度事業計画案

平成 年度予算案

○第 回常議員会

開催日：平成 年 月 日（金）

会 場：早稲田大学 号館 棟第 会議室

出席者：未定

議 事（予定）：

関東支部代議員候補者，代議員補欠候補者の推薦

理事候補者 補欠理事候補者の選出

平成 年度事業報告・決算報告

平成 年度事業計画予算案

○第 回拡大幹事会

開催日：平成 年 月 日（月）

会 場：早稲田大学 号館 棟中会議室

出席者：幹事 名

議 事：

平成 年度支部幹事について

平成 年度関東支部事業について

・資源・素材・環境技術と研究の交流会

・見学会，講演会の開催

・共催・協賛事業

・春季講演大会

○第 回春季講演大会プログラム委員会

開催日：平成 年 月 日（火）

会 場：資源・素材学会 会議室

議 事：

春季大会プログラム編成に向けたスケジュール確認

○第 回春季講演大会プログラム委員会

開催日：平成 年 月 日（金）

会 場：資源・素材学会 会議室

議 事：春季大会プログラム編成

４．支部主催、共催、協賛、後援などの実施事業

○「第 回『資源・素材・環境』技術と研究の交流会」開

催＜主催＞

開催日：平成 年 月 日

会 場：早稲田大学 号館会議室・情報ギャラリー

参加者：約 名

内 容：

基調講演 名

企業によるブースセッション 社

学生・若手研究者によるポスターセッション

意見交換会

優秀ポスター賞表彰（ 名）

○「第 回『資源・素材・環境』技術と研究の交流会」優

秀ポスター賞受賞者の秋季講演大会ポスターセッション

への派遣（ 名）

（４）関西支部

１．役職

○支部長：杉村博之（任期１年）

○副支部長：新苗正和（任期１年）

○幹 事（庶務）：岡野聡（任期１年）

（会計）：陳友晴（任期１年

２．支部所在地

〒 京都市左京区吉田本町

京都大学工学研究科材料工学専攻内

３．支部運営に関する会議

○第３回常議員会・幹事会

開催日：平成 年 月 日 金

会 場：京都大学楽友会館

出席者：本人出席 名＋委任状 名，合計 名

議 事：

平成 年度事業報告／会計報告の確認

平成 年度支部役員案の確認

平成 年度事業計画／予算案の確認

平成 年度支部総会議事次第の確認

平成 年度少壮研究者による海外技術研究調査

の派遣者推薦について

○平成２５年度関西支部総会

開催日：平成 年 月 日 金
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会 場：京都大学楽友会館

議 事：

平成 年度事業報告

平成 年度会計報告

平成 年度支部役員案

平成 年度事業計画案

平成 年度予算案

○第１回常議員会・幹事会

開催日：平成 年 月 日 金

会 場：京都大学工学部物理系校舎

出席者：本人出席 名＋委任状 名、合計 名

議 事：

平成 年度支部選出理事候補者および

同補欠の選出について

平成 年度支部選出代議員候補者および

同補欠の選出について

平成 年度常議員及び幹事の選出について

平成 年度の今後の事業計画について

平成 年度事業計画、予算案について

資源・素材 松山 進捗状況について

○第２回常議員会・幹事会

開催日：平成 年 月 日 金

会 場：京都大学楽友会館

出席者：本人出席 名＋委任状 名、合計 名

議 事：

平成 年度支部役員の確認

若手研究者・学生のための研究発表会・優秀発表

者の選出について

奨励賞の推薦について

資源・素材 松山 進捗状況について

４．支部主催，共催，協賛，後援などの実施事業

○学生のための製錬現場研修会＜主催＞

開催日：平成 年 月 日 木 ～ 日 金

［１泊２日］

会 場： ホールディングス㈱ 岡山事業所

三菱マテリアル㈱ 直島製錬所

参加者： 名（学生 名，引率教員 名）

○若手研究者・学生のための研究発表会＜主催＞

開催日：平成 年 月 日（金）

会 場：京都大学楽友会館

参加者： 名

講 演： 件

優秀発表賞： 件

・山岡啓一（名古屋大学大学院 工学研究科）

・鶴田親（愛媛大学大学院 理工学研究科）

・吉田翔（関西大学大学院）

・尾崎裕介（京都大学工学研究）

・山下寛人（京都大学 社会基盤工学専攻）

・北谷卓也（京大院・エネルギー科学）

・白山栄（京都大学大学院工学研究科材料工学専攻）

○外国人研究者を囲む研究懇談会

開催日：平成 年 月 日（水）

会 場：京都大学桂キャンパス （講義室 ）

講 師：林 宏一氏 （応用地質株式会社）

講演題目：

（世話人：三ケ田）

（５）九州支部

１．役職

○支部長：尾原祐三（任期： 年度）

○副支部長：笹木圭子（任期： 年度）

○幹 事：島田英樹，佐藤 晃，沖部奈緒子，小林繁夫，

高須登実男，伊藤秀行，齊藤敬高，菅井裕一，

笹岡孝司，麻植久史（任期： 年度）

２．支部所在地

〒 福岡市西区元岡 番地

九州大学大学院工学研究院

地球資源システム工学部門内

３．支部運営に関する会議

○表彰委員会 書面併用）

開催日：平成 年 月 日（月）

議 事：「 」の

受賞者 名を選考

○ 本田皓（九大･工･物質科学工学科･ 年）

○ 池田倖一（熊大･工･社会環境工学科･ 年）

○ 宮本淳平（長大･工･材料工学科･ 年）

○ 永田翔太（福工大･工･生命環境科学科･ 年）

○ 利行謙汰（九大･工･地球環境工学科･ 年）

○ 久米田大樹（熊大･工･マテリアル工学科･ 年）

○ 鈴田淳弥（九産大･工･物質生命化学科･ 年）

○ 見越勇希（九工大･工･マテリアル工学科･ 年）

○第 回幹事会（書面併用）

開催日：平成 年 月 日（火）

会 場：福岡天神・光ビル

出席者： 名

議 事：

第 回常議員会と 年度支部総会議題

および春季例会の打合せ

資源・素材 （熊本）準備状況報告

その他の事業計画に関する協議

○第 回常議員会

開催日：平成 年 月 日（金）
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会 場：九大･工・地球資源国際プロジェクト 室

出席者： 名（＋委任状 通）

議 事：

役職 支部長，副支部長 の交代

年度会務および事業・収支決算の最終報告

年度事業計画・予算案の確認

常議員の交代・退任・勇退

資源・素材 （熊本）の準備進行状況報告

優秀学生賞（

）の受賞者の報告

○平成 年度支部総会

開催日：平成 年 月 日（金）

会 場：九大･工・地球資源国際プロジェクト 室

出席者： 名（＋委任状 通）

議 事：

支部長，副支部長交代の報告

年度会務および事業報告・収支決算報告

年度会務および事業計画・予算案

常議員の交代・退任・任期更新の報告および承認

支部表彰規定内規の変更

資源・素材 （熊本）の準備進行状況報告

○表彰委員会

開催日：平成 年 月 日（金）

会 場：九大･工・地球資源プロジェクト 室

出席者： 名

議 事：「 」の受賞者

名および「

」の受賞者 名を選考

＊材料系

 河野理香 九大・院 ： シリアルセクショ

ニング法による 含有オーステナイト系ステン

レス鋼の 次元ナノ解析

 高橋 崚 九大・院 ：塩化物系電解採取浴からの

電析 の表面性状に及ぼす電解条件の影響

＊資源系

 澤城光二郎 熊大・院 ：花崗岩を構成する鉱物粒

子の破壊靭性の評価

 熊坂純平 九大・院 ：水蒸気攻法におけるエマル

ション生成が重質油生産に及ぼす影響に関する

数値シミュレーション

＊環境系

 深野有兼 九大・院 ：超好酸性微生物における

（ ）酸化能の探索

 高木 悠 九大・院 ：マイクロウェーブ処理によ

り合成した 金属系 によるヒ酸

の収着挙動

 濱中晃弘 九大・院 ：インドネシア露天掘り鉱山

の採掘跡地におけるカジノキの現場適用性に関

する検討

○第 回幹事会（書面併用）

開催日：平成 年 月 日（月）

会 場：福岡天神・光ビル

出席者： 名

議 事：第 回常議員会の議題・報告事項の協議

○第 回常議員会

開催日：平成 年 月 日（木）

会 場：九大･工･地球資源国際プロジェクト 室

出席者： 名（＋委任状 通）

議 事：

年度会務および事業報告・収支中間報告

年度事業計画・予算案

年度支部長・副支部長の選出

常議員の交代

年度支部推薦代議員の人選，他

○第 回幹事会（書面併用）

開催日：平成 年 月 日（金）

会 場：福岡天神・光ビル

出席者： 名

議 事：第 回常議員会の議題・報告事項の協議

○第 回常議員会

開催日：平成 年 月 日（金）

会 場：九大･工･地球資源第 講義室

出席者： 名（＋委任状 通）

議 事：

年度会務および事業報告・収支決算 仮〆 報告

と承認

年度事業計画・予算案の確認

常議員の交代・新任・任期更新

年度新役職および幹事

優秀学生賞（

）の候補者選考

４．支部主催，共催，協賛，後援などの実施事業

○＜主催＞若手研究者および技術者の研究発表会

（講演会・表彰式）

開催日：平成 年 月 日（金）

会 場：九大･工・地球資源

参加者： 名（内学院生 人）

講演会：一般講演 件

出版物：平成 年度若手研究者および技術者の研究発表

会講演要旨集， 版， 部

表彰式：｢ ｣の受賞者

名，「 」の

受賞者 名，優秀学生賞（

）の受賞者 名の表彰を行っ

た。

○＜主催＞春季例会（講演会・交流会）

開催日：平成 年 月 日（金）
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会 場：九大･工・地球資源

参加者： 名

講演会：講師；成井英一様（春日鉱山㈱代表取締役社長）

講演題目；「春 日 鉱 山 の 概 要 と 銅 の 探 鉱

か ら鉱山 操業ま で」

交流会：九大・ビックオレンジレストラン 参加者

名（内招待者 名）

○＜後援＞第 回西日本岩盤工学シンポジウム

主 催：西日本岩盤工学研究会

開催日：平成 年 月 日（土）， 日（日）

場 所：島原市有明総合文化会館

参加者： 名（内学生 名）

○＜支部担当＞資源・素材関係学協会合同秋季大会「資源・

素材 熊本 」

開催日： 月 日（月）～ 日（金）

（ 日， 日は見学会）

会 場：熊大・工学部他

参加者： 名（内学生 人）

交流会：熊本キャッスルホテル

参加者 名（内招待者 名）

○＜後援＞

主 催：地球科学技術に関する国際連携ネットワーク

開催日：平成 年 月 日（木）， 日（金）

場 所：九州大学・稲盛財団記念会館

参加者： 名（内海外からの参加者 名）

○ ＜ 共 催 ＞

主 催：

開催日：平成 年 月 日（木）， 日（金）

場 所：熊大・百周年記念会館

参加者： 名（内海外からの参加者 カ国 名）

○＜共催＞新事業「会員が主催する研究会・講演会」

開催日：平成 年 月 日（水）

会 場：九大･工･地球資源･国際プロジェクト室

発起人：笹木圭子（九大・工・地球資源）

講 師：

講演題目：「

」

参加者： 名

部門委員会

部門委員会

（委員長）

目 的

【地球・資源グループ】

探査工学

（土屋範芳）

資源探査における新しい手法の開発

と探査システムの最適化等の研究

情報交換

岩盤工学

（山口 勉）

地下開発工学や岩盤構造物等分野の

岩盤工学に関する調査研究 情報交

換 岩の力学連合会活動の支援

採掘技術

（福井勝則）

鉱物資源・地殻開発に関わる最新の

採掘技術やメカトロニクスの導入に

関する調査研究 情報交換

海洋資源

（岡本信行）

海洋鉱物資源の探査・開発・処理お

よび海洋エネルギー開発の調査研

究 情報交換

建設用原材料

（今井忠男）

建設用原材料の評価技術の確立、未

利用物の建設用材料としての利用法

の調査研究、情報交換

石炭等エネルギ

ー開発利用

（伊藤真由美）

石炭資源の開発・生産・保安・利用

及び石炭に関わる環境等の幅広い諸

問題の調査、研究、情報交換

地球環境工学

（末包哲也）

本学会の横断的組織としての資源と

素材の開発・利用に関する環境問題

の情報交換、および地球環境工学全

般にかかわる調査研究、情報交換。

資源経済

（安達 毅）

自然科学、工学、社会科学、人文科

学の面から資源問題の総合研究、資

源経済の資料収集と国際交流

【プロセス・素材グループ】

素 材

（武部博倫）

無機素材全般の製造、利用、リサイ

クリング等に関する広範囲な技術情

報の交換

粉体精製工学

（新苗正和）

粉体の物性、単位操作、計測及びシ

ステム工学等の粉体に係わる分離精

製工学の調査研究と情報交換

新素材の材料化

学に関する

（小俣孝久）

非鉄系素材を中心とする新素材の機

能設計、機能発現のためのプロセッ

シングに関する工学的基盤技術とこ

れを支える科学（材料化学分野）の

振興

【環境・リサイクリンググループ】

資源

リサイクリング

（芝田隼次）

各種再生資源の有効利用と廃棄物の

適正処分に関わる技術とシステムに

関する調査研究

土壌汚染浄化

（駒井 武）

土壌及び地下水汚染の原因及び状況

を調査し、その浄化に関して学理

的・技術的に検討する事業

（１）探査工学部門委員会

１．役職

○委員長：土屋範芳（東北大大学院）

（任期：平成 年 月～平成 年 月）

○幹 事：植木俊明（ 株 海洋先端技術研究所）
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木崎彰久（秋田大学）

桑谷 立（東北大学大学院）

２．部門委員会運営に関する会議

○探査工学部門委員会総会

千葉工業大学

（資源・素材学会平成 年度春季大会期間中に開催）

開催日：平 年 月 日

出席者： 名 他委任状 名（会員数 名）

議 事：

平成 年度活動報告・決算

平成 年度活動計画・予算

○第二回探査工学部門委員会

開催日：平成 年 月 日

会 場：熊本大学 会場

出席者： 名

○第三回探査工学部門委員会

開催日：平成 年 月 日

会 場：資源・素材学会 会議室

出席者： 名

３．その他の実施事業など

○春季大会で企画発表

テーマ：「地球－宇宙資源探査：大規模データプロセッ

シング」

開催日：平成 年 月 日

会 場：千葉工業大学 第 会場

「深部資源探査のための新しい要素技術とその統合

化に関する調査研究委員会」と共催，講演６件

○

開催日 平成 年 月 日～ 日

参加者 名

○講習会 平成 年 月 日 資源・素材学会会議室

名参加

○経済産業省が推進し が実施しているボツワナ・

リモートセンシングセンター の研修等に協力し

た。

（２）岩盤工学部門委員会

１．役職

○委員長：山口 勉

（任期：平成 年 月～平成 年 月）

○幹 事：木崎 彰久、竹原 孝、佐藤 晃（相談役）

２．部門委員会運営に関する会議

○第１回総会

開催日：平成 年 月 日

会 場：春季大会会場（東京大学生産技術研究所）

議 事：

平成 年度事業・決算報告

平成 年度事業計画・予算案

秋季大会での企画発表開催について

その他

報 告：

岩の力学連合会

その他

○第 回総会

開催日：平成 年 月 日

会 場：秋季大会会場（熊本大学工学部キャンパス）

出席者： 名

議 事：

特になし

報 告：

秋季大会での企画テーマ開催について

岩の力学連合会報告

岩盤斜面工学小委員会から現地検討会の案内

その他

３．部門委員会主催、共催、協賛、後援などの実施事業

【企画発表】

○秋季大会（資源・素材 （熊本））

・企画発表を、採掘技術部門委員会、環境低負荷型鉱山開

発および維持管理情報システムに関する調査研究委員会

と合同で開催

発表件数 件

【見学会】

○岩盤斜面工学小委員会現地検討会

委員長：福井勝則 幹事：村田澄彦

石灰石鉱業協会残壁小委員会、採掘技術部門委員会との

合同開催

開催日：平成 年 月 ， 日

場 所：宇部興産株式会社 宇部苅田鉱山

参加者： 名

４．その他の実施事業など

○平成 年 月 日に東京大学浅野キャンパス武田ホー

ルにおいて開催された岩の力学連合会 周年記念式典

および記念講演会「岩の力学フォーラム」に協力

○岩の力学連合会の活動支援および同会との連係

○部門委員会 の更新

（３）採掘技術部門委員会

１．役職

○委員長：福井 勝則

任期：平成 年 月～平成 年 月

○幹 事：石灰石鉱業協会技術部（髙木 裕治）

２．部門委員会運営に関する会議

○第 回委員会 春季大会

開催日：平成 年 月 日 木

会 場：東京大学生産技術研究所

参加者： 名

議 事：活動報告と活動計画の審議



Journal of MMIJ Vol.131 (2015) No.5244 〈18〉

 －17－ 

○第 回委員会 秋季大会

開催日：平成 年 月 日 水

会 場：熊本大学

参加者： 名

議 事：活動報告と活動計画の審議

３．部門委員会主催、共催、協賛、後援などの実施事業

○資源･素材 （熊本）

企画発表「最近の岩盤工学および鉱山開発に関するト

ピック」

開催日：平成 年 月 日 月 ～ 日（水）

会 場：熊本大学

講演数： 件

○学生特別見学コース

開催日：平成 年 月 日（木）～ 日（金）

場 所：白木谷鉱山（高知県）の見学。学生と業界若

手技術者との座談会を実施。

参加者：資源系学生 名を含む 名

○現地研究会（岩盤斜面工学小委員会と共催）

開催日：平成 年 月 日（火）～ 日（水）

場 所：小倉市内にて研究会および宇部苅田鉱山（福

岡県）にて現地検討会を開催。

参加者： 名

○見学会

開催日：平成 年 月 日（金）

場 所：海上技術安全研究所の見学会を開催。

参加者： 名

○岩層ガス採掘小委員会報告会

開催日：平成 年 月 日（土）

場 所：釧路コールマイン鉱業所で開催。

参加者： 名

４．その他の実施事業など

○ （ ），および石灰石

（ 発行）に「学生特別見学コース」の

報告記事を投稿。

（４）海洋資源部門委員会

１．役職

○委員長：岡本信行

○幹 事：小西康裕、山崎哲生、福島朋彦

２．部門委員会運営に関する会議

○第 回海洋資源部門委員会総会

開催日：平成 年 月 日

○海洋資源部門委員会幹事会

開催日：平成 年 月 日

場 所：海洋研究開発機構横須賀本部

３．部門委員会主催、共催、協賛、後援行事

○第 回国際海洋力学・極地工学会議（ ）の開

催に協力

開催日：平成 年 月 日～ 日

場 所：サンフランシスコ（米国）

○第 回海洋工学パネルの開催に協力

主 催：日本海洋工学会

開催日：平成 年 月 日

場 所：東京

○第 回海底鉱業研究会

の開催に協力

開催日：平成 年 月 日～ 日

場 所：リスボン（ポルトガル）

○第 回海洋工学パネルの開催に協力

主 催：日本海洋工学会

開催日：平成 年 月 日

場 所：東京

４．その他の実施予定など

○海洋資源特集号の発行準備中。

（５）建設用原材料部門委員会

１．役職

○委員長 ：今井忠男（任期 年の 年目）

○副委員長：岩月栄治 任期 年の 年目）

○幹 事（事務局担当）：深松孝（ 一社 日本砕石協会）

２．部門委員会運営に関する会議

○総会

開催日：平成 年 月

会 場：東京大学生産技術研究所

議 題：

１．平成２５年度事業および決算報告について

２．平成２６年度事業計画および予算について

３．秋季大会企画発表について

４．その他

３．部門委員会主催、共催、協賛、後援などの実施予定

○平成 年度秋季大会企画発表「建設用原材料の評価・

利用技術およびその周辺技術」

開催日 月 日（秋季大会時）

会 場：熊本大学

参加者：約 人

齋藤貢：ミクロ汚染にシート捕集材を用いた砕石場

内の飛散粉じんモニタリング法の検討

麓隆行： 線 を用いた加熱モルタルの損傷程度の

評価に関する基礎研究

岩月栄治：各種の環境におけるプロピオン酸カルシ

ウムのＡＳＲ抑制効果について

今井忠男 木崎彰久 杉本文男：玉割り砕石の流動性

能について
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（６）石炭等エネルギー開発利用部門委員会

１．役職

○委員長 ：伊藤真由美（任期：平成 年 月）

○副委員長：古川博文

○副委員長：島田英樹

○幹 事：中村貴司

２．部門委員会運営に関する会議

○石炭等エネルギー開発利用部門委員会 総会

開催日：平成 年 月 日

場 所：東京大学 生産技術研究所

議 事：平成 年度事業報告、平成 年度会計報告、

平成 年度事業計画、平成 年度予算、平

成 年度役員、その他

○石炭等エネルギー開発利用部門委員会

開催日：資源・素材（熊本）平成 年 月 日

場 所：熊本大学

議 事：石炭特集号について，石炭生産・利用・環境

関連技術に関する情報交換，関連国際会議等

の案内

３．部門委員会主催、共催、協賛、後援などの実施予定

○秋季大会企画講演会＜主催＞

開催日：資源・素材（熊本）平成 年 月 日

場 所：熊本大学

参加者： 名程度

内 容：石炭生産、利用、環境関連技術に関する研究

講演会

刊行物：秋季大会講演要旨集

○地球科学・技術に関する国際シンポジウム

（

）＜共催＞

主催者：九州大学大学院工学研究院地球資源システム

工学部門、バンドン工科大学、オストラバ

工科大学

開催日：平成 年 月 日

場 所：九州大学伊都キャンパス

参加者： 名程度

内 容：九州大学大学院工学研究院地球資源システム

部門、インドネシア・バンドン工科大学、チ

ェコ・オストラバ工科大学、資源・素材九州

支部および当部門との共催で地球科学・技術

に関する国際ワークショップを開催

刊行物：

４．その他の実施事業など

なし

７）資源経済部門委員会

１．役職

○委員長：安達毅（任期 年）

○副委員長：不在

○幹 事：別所昌彦（任期 年）

２．部門委員会運営に関する会議

○幹事会

開催日：平成 年 月 日

会 場：キャンパスイノベーションセンター東京

多目的室

議 事： 年度の活動計画について協議

○総会

開催日：平成 年 月 日

会 場：キャンパスイノベーションセンター東京

多目的室

議 事： 年度の活動報告と 年度の活動計画

３．部門委員会主催、共催、協賛、後援などの実施事業

○講演会＜主催＞

開 催 日：平成 年 月 日

会 場：キャンパスイノベーションセンター東京

多目的室

講 師：住友金属鉱山 資源事業本部 前田敏明 氏

タイトル：ソロモン諸島国ニッケルプロジェクト

－「地球および社会との共存」をめざして－

出 席 者： 名

○研究会

＜不確実性の時代を迎えた資源供給の安定化に関する

調査研究会と共催＞

「鉱山の閉山と坑廃水処理」

日 時：平成 年 月 日（火） ～

場 所：東京大学山上会館 会議室

講 師： 日鉱日石金属株式会社

古川和彦 氏

タイトル：豊羽鉱山における坑廃水管理

講 師：早稲田大学大学院 所 千晴 氏

タイトル：酸性坑廃水処理に関する国内の現状と展望

出 席 者： 名

「国内露天掘り鉱山の跡地利用に関する事例紹介」

日 時：平成 年 月 日（火） ～

場 所：鉱業協会 会議室

講 師：亀井産業株式会社 亀井寿之 氏

タイトル：亀井産業株式会社 再生エネルギー事業部

～大内沢太陽光発電所～

講 師：住友大阪セメント株式会社 梶谷啓介 氏

タイトル：採掘跡地を利用した貯水池設置工事につい

て

出 席 者： 名

「さまざまな観点から資源確保を考える」

日 時：平成 年 月 日（月）

場 所：東京大学山上会館

講 師：

タイトル：

講 師： 西川有司 氏
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タイトル：海外資源開発の課題と将来展望

講 師：東京大学大学院工学系研究科

村上進亮 氏

タイトル：我が国の金属リサイクルの現状と今後

注目すべき対象について

出 席 者： 名

４．その他の実施事業など

特になし

（８）素材部門委員会

１．役職（任期：平成 年度～ 年度）

○委員長：武部博倫

○副委員長：黒川晴正、丹野文夫、山口勉功、中野博昭

○幹事：河原正泰、中村 崇、山下智司、月橋文孝、

不破章雄、興戸正純、藤澤敏治、岡部 徹、

小山和也、平藤哲司、山口 周、高須登実男、

邑瀬邦明、拝生憲治、岡部 進、峰 義博、

近藤康裕、森田英治、河合浩太郎、中村建作、

酒井哲郎、大上 悟 広報 、斎藤 全 会計

○顧問：阿座上竹四、板垣乙未生、梅津良昭、大石敏雄、

小川 修、嶋影和宜、増子 曻、山内睦文、粟

倉泰弘、福島久哲、松尾伸也、大藏隆彦

２．部門委員会運営に関する会議

○幹事・顧問会議

開催日：平成 年 月 日 木

会 場：東京大学生産技術研究所（春季大会会場）

議 事：

素材部門委員会の運営及び活動に関する件：平

成 年度活動報告･決算報告、平成 年度計

画など

平成 年秋季大会での企画の検討

国際交流委員会（本部門委員会関連の国際

会議）について

その他

○幹事・顧問会議

開催日：平成 年 月 日 月

（資源･素材 秋季大会期間中）

場所：熊本大学

出席者数： 名

議 事：

素材部門委員会の運営及び活動に関する件：

第 回製錬関係研究会、素材（非鉄製錬）関連

教育プログラム、平成 年春企画発表、平成

年度体制など

国際交流委員会（本部門委員会関連の国際

会議）報告

その他

３．部門委員会主催、共催、協賛、講演などの実施事業

○企画発表 「非鉄製錬における貴金属の精製錬と

リサイクル」＜主催＞

開催日：平成 年 月 日（木）

（資源･素材 春季大会期間中）

場所：東京大学生産技術研究所

講演数： 件

○企画発表 「若手研究者による素材研究の展開Ⅱ」

＜主催＞

開催日：平成 年 月 日（月）

（資源･素材 （熊本）期間中）

場所：熊本大学黒髪南キャンパス

講演数： 件

○第 回製錬関係研究会＜主催＞

開催日：平成 年 月 日（木）～ 日（金）

場 所：リーガルロイヤルホテル新居浜（新居浜市）

担 当：愛媛大学 武部博倫、斎藤 全

内 容：講演会、交流会及び見学会（住友金属鉱山

東予工場、別子銅山記念館）

参加者数： 名

【国際交流関係】

＜協賛＞

○

４．その他の実施事業など

○プロセス･素材グループ交流会

開催日：平成 年 月 日（木）

会 場：東京大学（駒場教養学部内）

参加者数： 名

○プロセス･素材グループ交流会

開催日：平成 年 月 日（月）

会 場：熊本大学

参加者数： 名

３．部門委員会主催、共催、協賛、講演などの実施事業

○企画発表 「銅電解の現状と課題及び展望」＜主催＞

開催日：平成 年 月 日（木）

（資源･素材 春季大会期間中）

場所：千葉工業大学津田沼キャンパス

講演数： 件

○企画発表 「非鉄製錬耐火物の現状と課題」＜主催＞

開催日：平成 年 月 日（木）

（資源･素材 （札幌）期間中）

場所：北海道大学高等教育推進機構

講演数： 件

○企画発表 「若手研究者による素材研究の展開」

＜主催＞

開催日：平成 年 月 日（木）

（資源･素材 （札幌）期間中）

場所：北海道大学高等教育推進機構

講演数： 件

○第 回製錬関係研究会＜主催＞

開催日：平成 年 月 日（木）～ 日（金）

場 所：リーガルロイヤルホテル小倉（北九州市）

担 当：九州工業大学 高須登美男、伊藤秀行
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内 容：講演会、交流会及び見学会（日本磁力選鉱

と光和精鉱）

参加者数： 名

【国際交流関係】

＜協賛＞

○

＜共催＞

○

４．その他の実施事業など

○プロセス･素材グループ交流会

開催日：平成 年 月 日（金）

会 場：千葉工業大学津田沼キャンパス

参加者数： 名

○プロセス･素材グループ交流会

開催日：平成 年 月 日（火）

会 場：北海道大学（工学部生協食堂）

参加者数： 名

（９）粉体精製工学部門委員会

１．役職

○委員長：新苗正和

○副委員長：所 千晴

○幹 事：鈴木祐麻、西須佳宏

２．部門委員会運営に関する会議

○総会

開催日：平成 年 月 日

場 所：東京大学 生産技術研究所

○総会

開催日：平成 年 月 日

場 所：熊本大学 工学部

３．部門委員会主催、共催、協賛、後援などの実施事業

○環境資源工学会第 回シンポジウム： リサイクルの

ための湿式処理技術 ＜協賛＞

開催日：平成 年 月 日

場 所：東京都（新橋住友ビル）

参加者： 名

○資源・素材学会春季大会企画発表 粉体精製とシミュ

レーション

開催日：平成 年 月 日

場 所：東京大学 生産技術研究所

参加者：約 名

○第 回資源リサイクルと材料科学に関する日韓国際

シンポジウム＜協賛＞

開催日：平成 年 月 日

場 所：韓国（太田市）・韓国地質資源研究院

参加者： 名

○環境資源工学会第 回例会：－エネルギーと環境－

＜協賛＞

開催日：平成 年 月 日

場 所：関西大学 千里山キャンパスほか

参加者： 名

○資源・素材学会秋季大会企画発表 各種吸着剤を利用

した環境浄化

開催日：平成 年 月 日

場 所：熊本大学 工学部

参加者：約 名

○環境資源工学会第 回シンポジウム： 貴金属リサイ

クリングの新展開 ＜協賛＞

開催日：平成 年 月 日

場 所：東京都（新橋住友ビル）

参加者： 名

○環境資源工学会第 回例会：岩手における廃棄物の

処理とリサイクル ＜協賛＞

開催日：平成 年 月 日

場 所：岩手大学工学部ほか

参加者： 名

４．その他の実施事業など

○メールによる連絡システムを主たる連絡システムと

する体制を構築

（１０）新素材の材料化学に関する部門委員会

略称：新素材部門委員会

１．役職 平成 年度

○委員長 ：小俣孝久

○常任幹事：三宅正男、野瀬嘉太郎

○幹 事：山口 周、興戸正純、岡部 徹、福山博之、

武部博倫、平藤哲司、雨澤浩史、

邑瀬邦明、宇田哲也、篠田弘造

素材部門委員会委員長

２．部門委員会運営に関する会議

○幹事会

開催日：平成 年 月 日 水 （春季大会期間中）

会 場：東京大学 生産技術研究所

議 事：

部門委員会の運営及び活動に関する件

平成 年秋季大会での企画の検討

産業界との連携企画の件

その他

○幹事会

開催日：平成 年 月 日 水

（資源･素材 （熊本）秋季大会期間中）

場 所：熊本大学

議 事：

部門委員会の運営及び活動に関する件

平成 年度春季大会での企画の検討

産業界との連携企画の件

その他
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３．部門委員会主催、共催、協賛、講演などの実施事業

○平成 年度春季大会

企画発表「非平衡状態を達成するプロセス」

開催日：平成 年 月 日 水

講 演：

低温合成による機能性材料の探索 陰山 洋

ガス浮遊炉を用いたガラスの作製と高温ラマン散乱ス

ペクトル 井上 博之

静磁場重畳電磁浮遊技術を利用した 合金液滴の

相分離及び過冷却凝固組織構造に及ぼす融液内対流の

影響の検討 杉岡 健一

太陽電池用シリコン結晶の材料研究 沓掛 健太朗

四元系ケステライト化合物 単結晶成長 永

岡 章

酸化物ガラスへの高濃度プロトンキャリアの電気化学

的注入法 高温アルカリ プロトン置換法 石山 智大

○資源･素材 （熊本）

企画発表「非水溶液を用いた材料プロセッシング」

開催日：平成 年 月 日 水

講 演：

量子ビームとイオン液体を組み合わせたナノ・マイク

ロ材料プロセッシング 津田哲哉

湿式分離とイオン液体電析の連携による 磁石

からの希土類金属の回収 松宮正彦

イオン液体中のイオン溶媒和の一般性と特異性 梅林

泰宏

イオン液体中における金属電析と金属ナノ粒子の生成

片山靖

アルミニウムの電析技術 岡本篤志

アンモニアを溶媒とした 基板結晶の育成プロセ

スの開発 横山千昭

４．その他の実施事業など

○部門委員会の会員の募集

○プロセス･素材グループ交流会

開催日：平成 年 月 日 木

会 場：東京大学 駒場教養学部内

○プロセス･素材グループ交流会

開催日：平成 年 月 日 月

会 場：熊本大学

（１１）資源リサイクリング部門委員会

１．役職

○委員長：芝田隼次

（任期：平成 年 月～平成 年 月）

○幹事長：大和田秀二

○委員数： 名

２．部門委員会に関する会議

○総会

開催日：平成 年 月 日（水）， ～

会 場：早稲田大学理工ｷｬﾝﾊﾟｽ 号館 棟第一会議室

参加者： 名

○幹事会

春季大会・秋季大会時に 度開催

３．部門委員会主催，共催，協賛，後援などの実施事業

＜主催＞

○講演会

開催日：平成 年 月 日（水）， ～

会 場：早稲田大学理工ｷｬﾝﾊﾟｽ 号館 棟第一会議室

講 演：

・ネオジム磁石のリサイクル

三菱マテリアル・新井義明氏

・セメントプロセスを活用したリチウムイオン電池の

リサイクル技術

松田産業・境健一郎氏，太平洋セメント・花田隆氏

参加者： 名

＜共催・協賛等＞

○第 回東アジア資源リサイクリングシンポジウム

（ ， ， ）開催の企画・

国際組織委員，実行委員等，協力

○資源・素材学会秋季大会にて分科会の企画・講師派遣

等，協力

○環境資源工学会例会・シンポジウム・国際会議等開催

への協力

・ 第 ・ 回例会の企画・講師派遣等

・ 第 ・ 回シンポジウム「リサイクル設計と分離精

製技術」の企画・講師派遣等

・

～ の企画・講師

派遣等

○日本学術会議総合工学・材料工学・土木工学・建築学

委員会等への委員・講師派遣等，協力

○廃棄物資源循環学会等，その他関連学協会との各種講

演会等の共催・講師派遣等

（１２）地球環境工学部門委員会

【活動方針】

持続性のある社会の発展のための地球環境工学の重要性

は増大している。会員の地球に密着した知識と経験を最大

限に活用して、地球環境工学の産官学の活動に能動的に参

加し、環境問題の解決に今後も大いに貢献する。

１．役職

○委員長：末包哲也

○副委員長：未定

○幹 事：菅井裕一

２．部門委員会運営に関する会議

○総会（春季大会）

開催日：平成 年 月 日（金）

会 場：東京大学生産技術研究所
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食堂棟２ 中セミナー室６

出席者数： 名、委任状 名

議 事：

新役員の承認

平成 年度活動報告

平成 年度決算報告

平成 年度活動計画

平成 年度活動計画審議

その他

○総会（秋季大会）

日時：平成 年 月 日（水）

会場：熊本大学黒髪南キャンパス，工学部 号館，百年

記念館 ２２１会場

出席者数： 名、委任状 名

活動経過報告

今後の活動について

その他

３．部門委員会主催、共催、協賛、後援などの実施事業

○秋季大会：企画講演「低炭素社会構築のための

への取り組み」を主催した。

招待講演 東海大 大隅 多加志 他１０件の講演

○春季大会：企画講演「低炭素社会構築のための 」

を企画した。

招待講演 日本エヌ・ユー・エス株式会社 篠原千

晶 他１３件の講演

○ 地中貯留小特集号の発行

・ ３編

４．その他の実施事業など

○「 固定研究会」の運営に協力した。

○日本学術会議「環境工学連合会講演会」の運営に協

力した。

○部門委員会、 地中貯留研究会の を整理した。

○部門委員会会員増のため、折に触れて呼びかけを行

った。

（１３）土壌汚染浄化部門委員会

１．役職（任期：平成 年度～ 年度）

○委員長：駒井 武

○副委員長：川辺能成

○幹事：中澤 廣、藤田豊久、柴山 敦、新苗正和、

白鳥寿一、笹木圭子、須藤孝一、所 千晴、

井上千弘、原 淳子、晴山 渉 主幹事：会計

２．部門委員会運営に関する会議

○幹事会

開催日：平成 年 月 日 月

会 場：熊本大学（秋期大会会場）

議 事：

新役員の承認

委員会の運営及び活動に関する件：平成 年

度活動報告･決算報告、平成 年度計画など

土壌汚染（重金属）ハンドブックの編集方針

その他

３．部門委員会主催、共催、協賛、講演などの実施事業

○企画発表「自然由来汚染土壌の取り扱いを改めて考え

る」

＜主催＞

開催日：平成 年 月 日（月）

（資源･素材 秋季大会期間中）

場所：熊本大学工学部

参加者数： 名

内容：土壌汚染対策、重金属問題、リスク管理等

○産技連土壌汚染研究会＜後援＞

開催日：平成 年 月 日（水）

場 所：熊本市国際交流会館

テーマ：地域特性を活かした地圏環境情報の整備と活

用技術

内 容：講演会、交流会

参加者数： 名

４．その他の実施事業など

○土壌汚染ハンドブック（重金属編）の編集

原稿の修正、加筆などの編集作業

本会より役員・委員等を出している団体等

・公益社団法人日本工学会

・ 協議会

・一般社団法人日本技術者教育認定機構（ ）

・工学教育連合講演会

・岩の力学連合会

・日本海洋工学会

・海洋資源・産業ラウンドテーブル

・環境工学連合講演会

・材料連合協議会（旧・金属連合協議会）

・材料戦略委員会

・日本学術会議 理学工学系学協会連絡協議会

・一般財団法人日本鉱業振興会

・一般財団法人国際資源開発研修センター国際資源大学校

・公益財団法人新井科学技術振興財団

・ 編集委員会

・材料系英文誌ポータルサイト

・ （ ）

・ （

）

関連研究会

・日本鉱業史研究会
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管

理
費

給
与

・
手

当
給
与
、
各
手
当

福
利

厚
生

費
労
働
保
険
料
、
社
会
保
険
料
他

退
職

金
共

済
掛

金
中
小
企
業
退
職
金
事
業
団
掛
金

会
議

費
総
会
、
理
事
会
他

旅
費

交
通

費
通
勤
手
当
、
委
員
会
旅
費

通
信

費
電
話
料
、
郵
送
料

消
耗

品
費

文
具
他

リ
ー

ス
料

リ
ー
ス
料

減
価

償
却

費
減
価
償
却
費

水
道

光
熱

費
電
気
料
、
水
道
料

租
税

公
課

法
人
税
、
固
定
資
産
税
、
消
費
税
他

退
職

給
付

引
当

金
繰

入
額

退
職
給
付
引
当
金
繰
入
額

支
払

手
数

料
会
計
士
、
振
込
手
数
料
他

雑
支

出
上
記
以
外
の
支
出

経
常

費
用

計

当
期

経
常

増
減

額
 

 
－
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（
単

位
：
円

）

科
　

　
　

　
　

　
目

当
年

度
決

算
額

前
年

度
決

算
額

増
　

　
減

備
　

考

２
．

経
常

外
増

減
の

部

（
１
）

 経
　

常
　

外
　

収
　

益

①

経
常

外
収

益
計

（
２
）

経
　

常
　

外
　

費
　

用

①

経
常

外
費

用
計

当
期

経
常

外
増

減
額

当
期

一
般

正
味

財
産

増
減

額

一
般

正
味

財
産

期
首

残
高

一
般

正
味

財
産

期
末

残
高

正
味

財
産

期
末

残
高
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１
．

重
要

な
会

計
方

針
　

（
1
）
　

棚
卸

資
産

の
評

価
基

準
及

び
評

価
方

法
　

　
　

　
　

商
品

は
最

終
仕

入
原

価
法

に
よ

っ
て

い
る

。
　

（
2
）
　

固
定

資
産

の
減

価
償

却
の

方
法

　
　

　
　

　
建

物
は

定
率

法
（
但

し
、

平
成

1
0
年

4
月

1
日

以
降

取
得

分
に

つ
い

て
は

定
額

法
）
に

よ
っ

て
い

る
。

　
　

　
　

　
建

物
付

属
設

備
は

定
率

法
に

よ
っ

て
い

る
。

　
　

　
　

　
什

器
備

品
は

定
率

法
に

よ
っ

て
い

る
。

　
（
3
）
　

引
当

金
の

計
上

基
準

　
　

　
　

　
退

職
給

付
引

当
金

・
・
・
・
・
・
退

職
金

の
期

末
要

支
給

額
に

相
当

す
る

金
額

を
計

上
し

て
い

る
。

　
（
4
）
　

リ
ー

ス
取

引
の

処
理

方
法

　
　

　
　

　
リ
ー

ス
物

件
の

所
有

権
が

借
主

に
移

転
す

る
と

認
め

ら
れ

る
も

の
以

外
の

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

・
リ
ー

ス
取

引
に

つ
い

て
は

、
　

　
　

　
 通

常
の

賃
貸

借
取

引
に

係
わ

る
方

法
に

準
じ

た
会

計
処

理
に

よ
っ

て
い

る
。

　
（
5
）
　

消
費

税
等

の
会

計
処

理
　

　
　

　
　

消
費

税
等

の
会

計
処

理
は

、
税

込
方

式
に

よ
っ

て
い

る
。

２
．

基
本

財
産

及
び

特
定

資
産

の
増

減
額

及
び

そ
の

残
高

は
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

　
　

科
　

　
目

前
期

末
残

高
当

期
増

加
額

当
期

減
少

額
当

期
末

残
高

特
定

資
産

補
修

費
積

立
金

預
金

ビ
ル

建
替

時
移

転
費

用

積
立

金
預

金

　
　

　
　

　
小

計

　
　

合
　

　
計

３
．

固
定

資
産

の
取

得
価

格
額

、
減

価
償

却
累

計
額

及
び

当
期

末
残

高
は

次
の

と
お

り
で

あ
る

。

　
　

科
　

　
目

取
得

価
額

減
価

償
却

累
計

当
期

末
残

高

建
　

　
　

　
　

　
物

建
物

付
属

設
備

什
　

器
　

備
　

品
ソ

 フ
 ト

 ウ
 エ

 ア

　
　

合
　

　
計

４
．

債
権

の
債

権
金

額
、

貸
倒

引
当

金
の

当
期

末
残

高
及

び
当

該
債

権
の

当
期

末
残

高
は

、
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

　
　

科
　

　
目

債
権

金
額

貸
倒

引
当

金
の

当
期

末
残

高
債

権
の

当
期

末
残

高

未
　

　
収

　
　

金
前

　
　

払
　

　
金

仮
　

　
払

　
　

金
立

　
　

替
　

　
金

　
　

合
　

　
計

財
務

諸
表

に
対

す
る

注
記
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（
単

位
；
円

）
  

  
  

  
  

科
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
目

  
  

  
  

  
  

  
  

 金
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
額

Ⅰ
．

資
　

産
　

の
　

部
流

　
 動

　
 資

　
 産

現
金

・
預

金
現

　
　

　
金

現
金

手
許

有
高

当
座

預
金

み
ず

ほ
・

新
橋

普
通

預
金

み
ず

ほ
・

新
橋

み
ず

ほ
・

六
本

木
り

そ
な

・
渋

谷
三

井
住

友
・

銀
座

ゆ
う

ち
ょ

・
赤

坂
振

替
口

座
東

京
貯

金
事

務
セ

ン
タ

ー

（
支

部
）

現
　

　
　

金
現

金
手

許
有

高
普

通
預

金
三

井
住

友
・

銀
座

（
部

門
委

員
会

）
現

　
　

　
金

現
金

手
許

有
高

普
通

預
金

三
井

住
友

・
銀

座
振

替
口

座
東

京
貯

金
事

務
セ

ン
タ

ー

（
教

育
事

業
）

普
通

預
金

三
井

住
友

・
銀

座

未
　

収
　

金
賛

助
会

費
、

広
告

料
他

（
教

育
事

業
）
共

催
金

前
　

払
　

金
学

会
誌

1
号

発
送

費
他

仮
　

払
　

金
受

託
調

査
研

究
平

成
2
7
年

春
季

大
会

、
秋

季
大

会
、

研
究

助
成

立
　

替
　

金
新

素
材

部
門

委
員

会
,J

A
B
E
E
交

通
費

商
　

　
　

 品
期

末
在

庫
学

会
誌

、
出

版
物

　
　

　
　

　
流

　
動

　
資

　
産

　
合

　
計

固
 定

 資
 産

土
　

　
　

　
　

　
地

1
9
8
.3

4
ｍ

２
建

　
　

　
　

　
　

物
乃

木
坂

ビ
ル

建
物

付
属

設
備

乃
木

坂
ビ

ル
什

 器
 ・

 備
 品

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

電
話

加
入

権
図

　
　

　
　

　
　

書
補

修
費

積
立

金
預

金
　

ビ
ル

建
替

時
移

転
費

用
積

立
金

預
金

　
　

　
　

　
固

　
定

　
資

　
産

　
合

　
計

　
　

　
　

　
資

　
　

  
産

 　
  

合
  

 　
計

財
　

 産
　

 目
　

 録
　

 （
平

成
２

7
年

１
月

３
１

日
現

在
）
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（
単

位
；
円

）
  

  
  

  
  

科
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
目

  
  

  
  

  
  

  
  

 金
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
額

Ⅰ
．

負
　

債
　

の
　

部
流

　
 動

　
 負

　
 債

前
　

受
　

金
春

季
大

会
参

加
費

（
平

成
2
７
年

分
）
他

学
会

誌
購

読
料

（
平

成
2
７
年

分
）

貸
室

料
、

共
益

費
他

前
受

会
費

個
人

会
費

（
平

成
2
７
年

分
）

仮
　

受
　

金
研

究
助

成
金

(平
成

2
6
年

分
）

未
　

払
　

金
社

会
保

険
料

他
法

人
税

、
消

費
税

（
教

育
事

業
）
委

託
費

、
交

通
費

預
 　

り
　

金
所

得
税

、
社

会
保

険
料

他

奨
　

学
　

金
奨

学
金

返
還

分

　
　

　
　

　
流

　
動

　
負

　
債

　
合

　
計

固
 定

 資
 産

貸
室

保
証

金
テ

ナ
ン

ト
3
社

　
　

退
職

給
付

引
当

金

　
　

　
　

　
固

　
定

　
負

　
債

　
合

　
計

　
　

　
　

　
負

　
　

  
債

 　
  

合
  

 　
計

　
　

　
　

　
一

　
般

　
正

　
味

　
財

　
産
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（
単

位
；
円

）

  
  

  
  

科
　

　
　

　
　

　
　

目
一

般
会

計
支

　
部

特
別

会
計

　
部

門
委

員
会

特
別

会
計

教
育

事
業

特
別

会
計

内
部

取
引

消
去

合
　

　
　

計

Ⅰ
．

資
　

産
　

の
　

部

流
 動

 資
 産

現
金

・
預

金

未
収

金

前
払

金

仮
払

金

立
替

金

商
品

流
動

資
産

合
計

固
 定

 資
 産

土
地

建
物

建
物

付
属

設
備

什
器

備
品

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

電
話

加
入

権

図
書

補
修

費
積

立
金

預
金

ビ
ル

建
替

時
移

転
費

用
積

立
金

預
金

固
定

資
産

合
計

資
産

合
計

Ⅱ
．

負
  

債
  

の
　

部

流
 動

 負
 債

前
受

金

前
受

会
費

仮
受

金

未
払

金

預
り

金

奨
学

金

流
動

負
債

合
計

固
 定

 負
 債

貸
室

保
証

金

退
職

給
付

引
当

金

固
定

負
債

合
計

負
債

合
計

Ⅲ
．

正
 味

 財
 産

 の
 部

一
般

正
味

財
産

負
債

お
よ

び
正

味
財

産
合

計

貸
借

対
照

表
内

訳
表

（
平

成
２
7
年

１
月

3
1
日

現
在

）
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（
単

位
：
円

）

科
　

　
　

　
　

　
目

一
　

般
　

会
　

計
支

　
部

特
別

会
計

部
門

委
員

会
特

別
会

計
教

育
事

業
特

別
会

計
内

部
取

引
消

去
合

　
　

計

Ⅰ
一

般
正

味
財

産
増

減
の

部

１
．

経
常

増
減

の
部

（
１
）

 経
　

常
　

収
　

益

①
会

費
・

入
会

金
収

入

入
会

金
収

入

個
人

会
費

収
入

賛
助

会
費

収
入

交
付

金
収

入

②
事

業
収

入

貸
室

料
収

入

共
益

費
収

入

会
場

料
収

入

保
証

金
償

却
収

入

共
催

金
等

収
入

広
告

料
収

入

刊
行

物
収

入

投
稿

料
収

入

集
会

行
事

収
入

研
究

助
成

収
入

受
託

業
務

収
入

③
雑

収
入

受
取

利
息

収
入

雑
収

入

④
他

会
計

か
ら

繰
入

他
会

計
か

ら
繰

入

経
常

収
益

計

　
　

　
　

 （
平

成
2
6
年

２
月

１
日

～
平

成
2
7
年

１
月

3
1
日

）

正
味

財
産

増
減

計
算

書
内

訳
書

 

 
－
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（
単
位
：
円
）

科
　
　
　
　
　
　
目

一
　
般
　
会
　
計

支
　
部

特
別
会
計

部
門
委
員
会

特
別
会
計

教
育
事
業

特
別
会
計

内
部
取
引
消
去

合
　
　
計

（
２
）
経
　
常
　
費
　
用

①
事

業
費

給
与

・
手

当

福
利

厚
生

費

退
職

金
共

済
掛

金

会
議

費

大
会

費

旅
費

交
通

費

通
信

費

印
刷

費

消
耗

品
費

リ
ー

ス
料

減
価

償
却

費

水
道

光
熱

費

営
繕

補
修

費

諸
謝

金

委
託

費

租
税

公
課

交
付

金

会
費

・
負

担
金

退
職

給
付

引
当

金
繰

入
額

支
払

手
数

料

雑
支

出

②
管

理
費

給
与

・
手

当

福
利

厚
生

費

退
職

金
共

済
掛

金

会
議

費

旅
費

交
通

費

通
信

費

消
耗

品
費

リ
ー

ス
料

減
価

償
却

費

水
道

光
熱

費

租
税

公
課

退
職

給
付

引
当

金
繰

入
額

支
払

手
数

料

雑
支

出

③
他

会
計

へ
の

繰
出

他
会

計
へ

の
繰

出

経
常

費
用

計

当
期

経
常

増
減

額
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（
単

位
：
円

）

科
　

　
　

　
　

　
目

一
　

般
　

会
　

計
支

　
部

特
別

会
計

部
門

委
員

会
特

別
会

計
教

育
事

業
特

別
会

計
内

部
取

引
消

去
合

　
　

計

２
．

経
常

外
増

減
の

部

（
１
）

 経
　

常
　

外
　

収
　

益

①

経
常

外
収

益
計

（
２
）

経
　

常
　

外
　

費
　

用

①

経
常

外
費

用
計

当
期

経
常

外
増

減
額

当
期

一
般

正
味

財
産

増
減

額

一
般

正
味

財
産

期
首

残
高

一
般

正
味

財
産

期
末

残
高

正
味

財
産

期
末

残
高

 
 


